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埼玉県国立埼玉大学教育学部附属中学校

ふりがな こしあんりゅう

チーム名 こしあん流

ロボコンルール名称
（URL https://･･･）

ルールの名称（部門）等：令和７年度 第２５回中学生創造アイデアロボットコンテスト 基礎部門

（ https://ajgika.ne.jp/~robo/ru/R7/R7_kiso.pdf ）

製作期間 西暦 ２０２５ 年 ６ 月頃 ～ 西暦 ２０２５ 年 １０ 月頃

製作時間
（構想から試作完成までの全ての

時間）
10時間

ロボットに関する写

真と図

必ず、ロボットの概要や機構

等の特徴がわかる写真や図等

を、1～4枚程度で掲載しまし

ょう。

写真や図に記号等を書き込み,

この下の枠「ロボットのアイ

デア概要」で解説しましょう。

ロボットの

アイデア概要

【報告書要約】
どのような動きを実現するた

めに，具体的にどのような素

材や機構を用いて実現したの

か説明してください。

このロボットは、支援物資を一つ一つ確実に運ぶことができます。

効率は悪いですが、その分安定していることがメリットとして挙げられます。

安定して運ばせるために、支援物資がぎりぎりとおり、抜けないサイズでリン

グをしっかりと固定をさせました。

また、しっかりと特定の場所に物資を落とすために、リングの上にも棒をとり

つけ、リングが上に動くことによって、物資が棒にあたり、特定の場所に落と

すことができます。

参考資料
製作上参考にしたロボット等

の情報を文章とURL等を用い

て掲載しましょう。

特になし

※参考資料が書かれていないなど、未記入の項目がないようにしましょう。

※報告書の2枚目以降にさらに詳しく自由フォーマットで記入しましょう。この表紙を入れて6枚以内で報告書をお願いします。

※この報告書は クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンスの下に提供されます。

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja


〈物資を安定した場所に落とす方法〉

こしあん流のロボットは拾い上げた物資を確実に落とす
ことができます。
まず①では、物資を安定させた状態で上に持ち上げるこ
とができます。
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物
資

①のリング

このリングが下がることに
よって…

物
資

物資にフィットする形になって
いるので持ち上げても落ちない



〈①・②で工夫した点〉

～①～

・支援物資を傷つけずに運びたかった

→リングを金属にすると下げる位置を失敗した
ときに支援物資が傷ついてしまうと考えたため、

プラスチックで作成しました

・できるだけ素早く運びたかった

→できるだけ素早く運ぶため、ぎりぎりまでリ
ングを大きくしました。

そうすることで一発でリング支援物資がはまる
確率が高くなり効率がよくなります。

・できるだけ素材を強くしたい

→金属では物資を傷つけてしまうけれど、ただ
のプラスチックでは素材が軽すぎてしなってし
まい、物資を中にはめ込めないという課題があ
りました、そのため、プラスチックを下記のよ
うにくクロスさせできるだけしならないように
強くなるようにしました。



２
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①で持ち上げた物資

これを最大限上に持ち上げ
ると

物
資

②の棒

棒によって物資が押し出さ
れる

物
資

持ち上げた支援物資を安定させた状態で特定の
場所に落とすことができます。

〈物資を安定した場所に落とす方法〉



〈①・②で工夫した点〉

～②～

・確実に落としたい

→ぎりぎりの大きさのリングにするとなかなか
外れにくくなってしまい、少しの力では外れな
い。

そこで上の棒を2本にしてより強い力が支援物
資にまんべんなく加わるようにした。

・できるだけ強い力をかけたい

→確実に落とすために、できるだけ強い力をか
けられるように工夫しました。

下記のように棒の先に縦向きに棒を付け、でき
るだけ強い力が物資に加わるようにしました。

そうすることで、ただの一本

の棒にするよりも安定し、で

きるだけ強い力が加わるよう

になりました。

・確実に物資にあたるようにしたい

→棒が物資の穴のほうに入ってしまったら、物
資を押し出すことができず、それだけでタイム
ロスになってしまいます。そこで物資の端ぎり
ぎりに棒が来るように固定することで解決しま
した。

横からみた図
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